筆記課題
筆記課題
　「工作基本作業及び被覆アーク溶接に関する知識」
	注意事項
１．　制限時間

　　

３０分　

　２．注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。
　（３）携帯電話の使用は不可です。
　（４）試験中、質問等があるときは挙手してください。

３．配点
1問4点の２５問　１００点満点とする。



次の１～２５の問題について、文章の内容が正しいものには○を、誤っているものには×を回答用紙に記入してください。
【工作基本作業】
1． [image: image1.png]


下の２つの絵のうち、左図は、右図どおりに材料を加工したものである。




2． 製図で使用される寸法補助記号で、[φ（まる）]は、直径の寸法の、寸法値の前につける記号である。

3． 右の図のやすりの形状は角やすりである。
4． 標準ドリルの先端角は118°である。
5． ボール盤の主軸の回転数は、ドリルの径が大きいほど、回転数を下げる。
6． ボール盤作業での切り粉の除去作業は、ドリルが回転していないことを確認し、素手で触ると指を切ることもあるので手袋を使用して除去する。

7． 研削といしの３要素は、と粒、結合剤、気孔からなっている。

8． 両頭グラインダでは、調整片と研削といしとのすきまは、３～１０mmにすること。

9． 温度によりガスの体積は著しく変化するので同一のガスでも、冷却されると軽く、加熱すると重くなる。
10． ガス容器は直射日光を受けないようし、容器の温度が６０℃以上にならないようにすること。
11． ガス溶接の吹管の炎の調節は[可燃性ガス]→[酸素]の順序で調整する。
12． 大気中より酸素濃度の高い雰囲気または酸素中の方が、爆発範囲が広く危険性が増大する。
【被覆アーク溶接作業】
13． 融接とは、溶接継手に大きな機械的圧力を加えて行う溶接方法の総称である。
14． 電圧（E)、電流（I)、抵抗（R)の間には、次の式に示す関係がある。
I (A)＝E (V)÷R (Ω）
15． 電撃の危険性は、通電電流の大きさ、通電時間、通電経路、電源の種類が主に関係する。
16． アンダカットもオーバーラップも発生原因はほぼ同じである。
17． 溶接棒が吸湿していても、溶接部の機械的性質には問題はない。
18． 仮付けの位置は、部品の端部や角部など本溶接の邪魔にならない場所にするのが望ましい。
19． 右の継ぎ手の名称は角継ぎ手である。
20． 被覆剤には、ガスを発生することで大気中の窒素や酸素から溶接金属を保護する役目がある。
21． 溶込み不良とは、溶接金属どうしや、溶接金属と母材がしっかりと溶け合っていない様子を示す不良である。

22． 被覆アーク溶接機のほとんどが垂下特性のものが使用されている。
23． 自動電撃防止装置は、無負荷時に電圧を２５Ｖ以下に抑える働きをする。
24． アークの光には可視光線や紫外線、赤外線などが含まれている。
25． 直流アーク溶接機よりも交流アーク溶接機の方が電撃の危険性は少ない。
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★H20作成、H21修正（１）

